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耐薬品性､耐磨敵性を改善したスタンドライト

成型品について

磯 野 蕃* 石 田 重 信**

Standlite Mouldings with Better Resistance to Chemicals

and Abrasion

By ShigeruIsono and ShigenobuIshida

Taga Works,Hitachi,Ltd.

Abstract

Hitafran,a furfurylalcohlresin product developed and producedcommercia11y

by Hitachi,Ltd.,has shown excellent resistance to chemicals and abrasion.It has

been found that the Standlite mouldings made with the aid of bonding material

COnSistingof Hitafranand Standlite resin(a phenolresin also developed by Hitachi,

Ltd.)secure the far better properties suchasehemicalresistance,abrasionresistant

Strengthand other mechanicalstrength,aS COmpared wi.th those for which the

Standlite resinis alone used as bonding material.

〔Ⅰ〕稀

フエ′-ル樹脂成型品は

外に､化

盲

気絶練物として用いられる

品に対して梢々安定であり､叉溶剤に対して

も極めて安定であり､更に機械的強度匿ついてほ瞬間的

衝撃を吸収するとか､摩 色合金と略々同程度

である等の特長を有しているので､これらの∠特長を活用

してそれぞれの用
､例えば化学繊維製造装置に､圧延

ー,･-ル機用軸受に､叉歯車､プーリー等機械装置構成材

として広範囲に亘って使用されている｡しかしながら∠特

に耐アルカリ性に乏しく折角の特長を十分発揮出来ない

とか､叉耐摩耗性､機械的強度の改善を要

うな用途も多々発生して来た｡

せられるよ

日立製作所に於てほ､さきに耐酸､耐ア′レカリ性に優

れ又耐磨耗性に富んだヒタフラン(フルフリ←ルアルコ

ール樹脂の日立商品名)の工業的製造を達成し､二三の

特性を発表した｡(1)

筆者等はスタンドライト(フェノール樹脂の日立商品

名)の成型品にヒタフランの特長を附与して上述の要望

に応える目的で､両者の比率を変化させた混成結合剤に

***

日立製作所多賀工場

ついて種々検討を加えた結果､ある範囲に於て最適性能

を発揮することを見出したので､この最適混成結合剤を

用いた成型品についてその性能を更に 査した｡

〔ⅠⅠ〕試験方法並びに試験結果

(り 試験呂･の作成

常法に従って製造したスタンドライト樹脂ワニス及び

このワニスにヒタフランO号の添加量を変えた4種類の

混成ワニスを作成し､基材としてNo,11号帆布及びNo･

12号金巾を用い､前者には樹脂含有 42±1%,後者に

は50土1%及び60±1%の樹脂を含浸せしめて､乾燥

処理した樹脂処理布を路5×10mm の細片に裁断し

た｡

このチップを第1表(次頁参照)

って成型し供試試験片とした｡

の成型条件によ

(2)試験方法並びに試験結果

(i)ヒタフラン､スタソドライト樹脂混合比の機械

的強度に及ぼす影響

試験はJIS K6705フユノー′レ樹脂成型材料試験方法

に準拠して実施した｡
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第1表 試 験 片 の 成 型 条 件

Tablel.Moulding Condition of Test Pieces

験片の厚みを mmで示す｡
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第2図 苛性ソーダ処理による硬さ(ショアー)の

変化

Fig.2.Change of the Shore Hardness bythe

Treatment with Caustic Soda
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第1図 ヒタフラン含有率と機械的強度との関係

註1･基材No･11帆布､樹脂含有率42±1%

2･第1～11図 同一組成である｡

Fig.1.RelationbetweenHitafranContentand

MechanicalStrength

Note:The Resin Content and Filler of the

Moulding Compound used to the

Figures fromltollare42±1%and

Canvas No.11.

ヒタフラン0号のスタソドライト樹脂に対する混合比

率を変化させた場合の機械的強度に及ぼす影響を第1

図､第12図及び第13図に示した｡

(i享)帆布を基材とした成型品の耐薬品性

帆布を基材とした成型品の耐薬品性試験による外観変

化を弟3表(89頁参照)に､榎さ及び圧縮城さの変化を第

2～占図及び第7～11図に示した｡

処理条件としてはそれぞれ濃度のi容液1Jを広口フラ

スコに採り､液温を50±2CCに保つように調節した後､
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ル
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第3図

Fig.3.

ヒタフラン含有率(%)

硫酸処理による硬さ(ショア←)の変化

Changeof the Shore Hardnessbythe

Treatment with Sulfuric Acid

試験片を40時間浸漬し､次いで室温の流水中に30分

間浸して取り出し､藍布で軽く拭い試験に供した｡

(iii)金巾を基材とした成型品の耐薬品性

金巾を基材としてヒタフラン混合率を変え､文全体の

樹脂含有 を50,60% と変えたチップ系成型品の耐薬

品性ほ下記のようにして求めた｡

即ち 80±20Cに調節した15%硫酸及び10%苛性

ソ←ダ溶液に試験片を浸漬して一定時間毎に取り出し前

述の方法で処理した後､測定した曲げ残さで表わした｡
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Change of the Shore Hardness bythe
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第2表 磨 耗 試 験 条 件

Table2.Abrasive Test Conditions
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第6図 食塩7lく､石鹸水処王里による硬さ(ショアー)

の変化

Fig.6.Change of the Shore Hardnessbythe

Treatment with Aqueous Solutions of

Sodium Chloride and Soap

リ
い

､
㌧

〃

("豊)ル鮮壌鎚〃

β

〃

ヒタフラン含有率け′)

第7図 苛性ソーダ処理による圧縮強さの変化

Fig.7.ChangeofCompressiveStrengthby

the Treatment with Caustic Soda
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第8図 硫酸処理による圧縮強さの変化

Fig.8.ChangeoftheCompressiveStrength

bythe TreatmentwithSulfuricAcid

へ～茎)血禦貸出

〃

〃

〃

ヒタフラン含積年(%)

第9図 塩酸処理による圧縮論さの変化

Fig･9･Change of the Compressive Strength

by theTreatmentwith Hydrochloric

Acid

夢10図 硝酸処理による圧縮諭さの変化

Fig.10.Change ofthe Compressive Strength

by the Treatment with Nitric Acid
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第3表

Table3.

布を基材と した成型品の耐薬品試験によ る外観変化

Change of Surface Appearanee of Mouldings with Canvas Filler seen

inthe Test for ChemicalResistance

甚1.0全く犯されず､ロ若干硯色す､△色調が濃厚となる､●男色又は黄色の斑点を生じ次第に膨潤､溶解する｡

2.各記号の次の数字､例えば10,31.5等はそれぞれ処理時間10時間､31･5時間で変イヒを来したことを示し､

40は40時間処理後の状態を示す｡
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第12図 ヒタフラン含有率と機械的強度との関係

(基材No.12金巾､樹脂含有率50%)

Fig.12.Relation between Hitafran Contentand

MechanicalStrength (Filler:Calico
No.12,ResinContent:50%)
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MechanicalStrength(Filler:CalicoNo･
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第14図15%硫酸処理による処理時間と曲げ強さ

との関係(液温:80±20C,基材:No.12

金巾､樹脂含有率:50%)

註 以下21図迄国中記号､例えば･,×等は

それぞれ同一組成であることを示す｡

Fig･14･RelationbetweenFlexuralStrengthand

Timeof Treatmentwith15%Sulfuric

Acid(The Temperature of Treatment

is80±20C,the Fil!er:Calico No.12

and the ResinContent‥50%)

Note:From Fig.14
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第15図10%苛性ソーダ処理時間と曲げ強さとの

関係(液温:80±20C,基材:No.12金

巾､樹脂含有率:50%)

Fig･15･Relation between FlexuralStrengthand

Time of Treatment withlO%Aqueous
Solution of Caustic Soda

(TemperatureofTreatment:80士20C,
Filler:Calico No.12,Resin Content:

50%)
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第16図15%硫酸処理による処理時間と曲げ諭さ

との関係(液温:80±20C,基材:No.12

金巾､′樹脂含有率:60%)

Fig･16･RelationbetweenFlexuralStrengthand

Time of Treatmentwith15% Sulfuric

Acid.(Temperature O董Treatment:80

±20C,Filler:Calico No.12,Resin

Content:60%)
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第17図10%苛性ソーダ処理による処理時間と曲

げ漁さとの関係(液温:80±20C,基材:

No･12金巾､樹脂含有率:60%)

Fig･17･Relation betweenFlexuralStrengthand

TimeofTreatmentwithlO%Aqueous

Solution ofCaustic Soda(Temperature

Of Treatment:80±20C,Filler:Calico

No･12,ResinContent:60%)

試験結果を第1ト17図に元し､又次式によって劣化度を

算出し第18～21図に示した｡

劣化度(%)=
浸漬前の曲げ残さ一浸漬後の曲げ強さ

浸漬前の曲げ強さ
×100

(iv)帆布を基材とした成型品の耐磨耗性

ヒタフランほ単独で耐磨耗性に優れた特長を有してい

る｡そこで帆布を基材とした成型品についてアムスラ←

塾磨耗試験機(2)により､第2表に示す条件で磨耗試験を

実施し､その結果を第22,23図に示した｡
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第18図15%硫酸処理による蘭げ重さの劣化庶

(条件は第14図に同じ)

Fig.18.Degree of theI)ecrease inFlexural

Strength caused by the Treatment

with15%Sulfuric Acid

Note:Same Condition as the Fig.14
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第20図15%硫酸処理による馴ゲ強さの劣化庶

(条件は第16図に同じ)

Fig.20･Degree of the Decreasein Flexural

Strength caused by the Treatment

with15%SulfuricAcid.
Note:Same Condition as the Fig.16
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第19図10%苛性ソーダ処理による曲げ強さの

劣化皮(条件は第15区けこ同じ)

Fig.19･Degree of the DecreaseinFlexural

Strength caused by the Treatment

withlO%AqueousSolutionofCaustic
Soda

Note:Same Condition as the Fig.15

〔ⅠⅠⅠ〕試験結果 の考案

(1)機械的弓重度に及ぼすヒタフラン混合率について

第l～12図及び第13図から明らかなように､ヒダブラ

ソの添加量を増すに従って曲げ強さ､引張り強さ､圧縮

強さ及び衝 直等の機種的強度は著しく改善されること

(
試
)

機
空
梵

第21図10%苛性ソーダ処理による苗げ強さ

の劣化度(条件は第17図に同じ)

Fig.21･Degree of the DecreaseinFlexural

Strength caused by the Treatment

with lO% Aqueous Solution of

Caustic Soda

Note:Same Condition as the Fig.17

が判明した｡しかしながらヒタフランの硬化機構は不明

であるが､ヒタフラン単独を結合剤とした成型材料の硬

化性が遅いことから､この量を智すにつれて成型性が悪

くなり､又他の実験結果並びに文献(3)からも､単独の場

合にはフェノール樹脂に比較して機械的強度が若干低く

なることが発表されている等の理由によって､恐らく本

実験の混合率の右方近くに最高性能を示す点があるもの

と思惟する｡

(2)耐薬品性に及ぼすヒタフランの混合率について

この種成型品の耐薬品性ほ結合剤である樹脂白身の耐

薬品性の影響が極めて端的に現われるが､反面基材と樹

群何nH

､
､
-

カ脂 透しているか､又この基材の耐薬品性が樹

脂の惨透性と相侠って大きく影響するものである｡
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第23図

Fig.23.

停 数(〃) と の 関 係

Fig･22･Relationbetween HitafranContentand CoefBcient
ofFriction(FL)

第4表

Table4.

ヒタフラン混合率と摩擦係数との関係

Relation between the Hitafran Con-

tent and the CoefBcient o董 Friction
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ヒタフラン含有率と磨耗量との関係

Relation between Hitafran Content

and Abrasive Quantity

太実験に於て蓼透性の悪い帆布を使用し､又前者に比

較して溶透性のよい 巾を使用したことほ､前者につい

ては耐薬品性試験が従で､寧ろ機械的強度並びに耐磨耗

性に与えるヒタフラソ混合率の影響を調査するのが主目

的であり､耐薬品性を主とするもの､例えば化学繊維機

器用成型品にほ後者である金巾を基材とした成型品が用

いられているので､耐薬品性についてほ基材の影響を受

け難い後者については検討すべきである｡

かゝる観点から本給見を検討すると､明らかに50DC,

40時間程度の処理ではあるが､帆布基材の成型品でも耐

薬品性に優れたヒタフランの混名 の多いもの程耐薬品

性に優れた性能を示している｡文金巾基材の成型品につ

いては80士20Cの15%硫酸及び同温度の10%苛性ソ

ーダ､溶液に220時間とゆう長時間浸漬した結果ほ､ヒタ

フラン混 合 の多いもの程良い結果を示している｡又樹

脂含有率の影響も明らかで含有率60%のものが遥かに

優れている｡

このことは基材に対する樹脂の蓼透性を改善すること

により､或いほ樹脂含有率を増すことによって更に耐薬

品性の向上を図ることが出来ることを示すものである｡

(3)耐磨耗性に及ぼすヒタフランの混合率について

スタンドライト樹脂にヒタフランを混合した結合剤を

帆布に含浸した場合､予期した通り摩擦係数は第4表に

示すようにヒタフラソ混合率の増加につれて改善されて

いる｡

従って 耗量ほ漸減し､軸受として使用したとき回転

させるために要するエネルギーは小さくなる｡

機械的強度並びに耐磨耗性が改善され､更に耐薬品性

に富むとゆう特長は各種圧延機用軸受､歯車等に好適で

あり､この結果は亦金属圧延機用軸受として試用したと

き極めて優秀な性能を発揮していることから確認されて

いる所である｡

〔ⅠⅤ〕結 盲

単独として耐磨耗性､耐薬品性に優れており､又フェ

ノール樹脂と親和し易いヒタフランほこれをスタンドラ

イト樹脂にある範閣内で混合することによって､これを

結合剤とした帆布､金巾基材の成型品の楼械的強度を著

しく改善し､又耐薬品性並びに耐摩耗性に優れた性能を

得ることが出来た｡

そこで帆布基材の成型品は各種圧延機用軸受､歯車

として､文金巾基材の成型品は化学繊維用機券構成材等

の耐 品性を必要とする場合優れた∠特長を発揮するもの

と確信している｡

終りに臨み本研究に御懇篤なる御指導を賜った本社通

信機部久保部長､日立研究所鶴田博士､多賀工場原料部

宮本部長並びに実験に御協力いたゞいた関係各位に深謝

申し上げる｡

参 考 文 献

(1)鶴田､高野､福相:日立評論 3211,25(1950)

間潮､萩野､矢田:日立評論3211,18(1950)

(2)佐瀬､磯野､/J､枚:日立 論30 2,15(1948)

(3)Plastics Properties Chart1951




